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１. 当四半期決算に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、国内では、一部消費に弱い動き

がみられたものの、政府の景気経済対策を背景に、企業収益・雇用情勢等緩やかな回復基調が継続しまし

た。世界経済においては、米国において堅調な個人消費等により回復基調がみられる一方、ギリシャ債務

問題、中国・アジア新興国の経済成長率の鈍化など、先行きの不透明感は高まりつつあります。

こうした経済のもと、紙パルプ業界におきましては、板紙は、国内景気の回復に伴う堅調な需要がみられ

ましたが、洋紙については電子化の進行などの要因から国内の需要は減少傾向が継続し、当第１四半期連

結累計期間における紙・板紙の国内出荷は前年を下回る結果となりました。

このような経営環境下、当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高126,803百万円（前

年同期比0.7％減）、営業利益1,525百万円（前年同期比3.5％増）、経常利益1,821百万円（前年同期比10.0％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は投資有価証券売却益等の計上により1,715百万円（前年同期比

23.1％増）となりました。

当第１四半期連結累計期間の業績をセグメント別にみると次のとおりです。

「国内卸売事業」

売上高は国内需要の減少に伴い販売数量が減少した為、前年同期比3.4％減の82,971百万円となりま

したが、経常利益は0.2％増の1,308百万円となりました。

「在外卸売事業」

円安による外貨換算の影響もあり、売上高は前年同期比5.7％増の36,968百万円となり、経常利益は

34.6％増の251百万円となりました。

「製紙及び加工等事業」

売上高は前年同期比4.4％減の5,520百万円となり、経常利益は再生家庭紙製造事業の新工場立ち上

げに伴う費用の増加により29.9％減の522百万円となりました。

「不動産賃貸事業」

売上高はテナントビルの稼働率上昇に伴い、前年同期比7.2％増の638百万円となりましたが、経常

利益は修繕費等費用の増加により25.0％減の４百万円となりました。

「その他の事業」

売上高はシステム販売子会社の受注増により前年同期比52.3％増の705百万円となり、経常利益は

139百万円（前年同四半期連結累計期間は18百万円の経常損失）となりました。
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(2) 連結財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間の総資産は、売上債権及び棚卸資産等の減少により、前連結会計年度に比べて

3,110百万円減少し、306,948百万円となりました。

総負債は、仕入債務減少により、前連結会計年度に比べて3,173百万円減少し、224,361百万円となりまし

た。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加、配当金支払及び自己株式の取得によ

る減少により、前連結会計年度に比べて64百万円増加し、82,586百万円となりました。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想に関しましては、平成27年５月15日公表の予想を修正しておりません。

２. サマリー情報（注記事項）に関する事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社の連結子会社信栄製紙㈱は、有形固定資産の減価償却方法に主として定率法を採用しておりましたが、

当第１四半期連結会計期間より、定額法に変更しております。

この変更は、当第１四半期連結会計期間に同社の富士工場が稼働したことを契機に、有形固定資産の使用

状況を検討した結果、資産の経済的便益がその耐用年数にわたって平均的に消費されると予測されたため、

より実態に則した定額法へ変更したものであります。

これにより、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ

50百万円増加しております。

（追加情報）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等

を適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っており

ます。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半

期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成27年５月29日開催の取締役会決議に基づき、平成27年６月１日付で、自己株式5,800,000

株の取得を行いました。この結果、当第１四半期連結累計期間において自己株式が1,960百万円増加し、

当第１四半期連結会計期間末において自己株式が4,031百万円となっております。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
その他

(百万円)
合計

(百万円)
調整額

(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額

(百万円)
国内卸売
(百万円)

在外卸売
(百万円)

製紙及び
加工等

(百万円)

不動産賃貸
(百万円)

売上高

外部顧客への売上高 85,928 34,964 5,773 596 463 127,724 ― 127,724

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,111 178 4,906 12 214 9,421 △9,421 ―

計 90,039 35,142 10,679 608 678 137,144 △9,421 127,724

セグメント利益
又は損失（△）

1,306 186 745 5 △18 2,224 △568 1,656

（注）１ その他には、資源・環境事業及び情報システム販売等の事業を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

３ セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社部門の損益△484百万

円が含まれております。全社部門の損益は、主に各報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益、営業

外費用の純額（連結上消去した受取配当金等を除く）であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
その他

(百万円)
合計

(百万円)
調整額

(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額

(百万円)
国内卸売
(百万円)

在外卸売
(百万円)

製紙及び
加工等

(百万円)

不動産賃貸
(百万円)

売上高

外部顧客への売上高 82,971 36,968 5,520 638 705 126,803 ― 126,803

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,316 102 5,848 28 225 10,518 △10,518 ―

計 87,287 37,070 11,369 666 930 137,322 △10,518 126,803

セグメント利益
又は損失（△）

1,308 251 522 4 139 2,223 △402 1,821

（注）１ その他には、資源・環境事業及び情報システム販売等の事業を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

３ セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社部門の損益△378百万

円が含まれております。全社部門の損益は、主に各報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益、営業

外費用の純額（連結上消去した受取配当金等を除く）であります。
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